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R5.３.31発行 

毎日生きているだけで 

褒めちぎって生きよう！ 

頑張っている自分を 
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１. 加治木高等学校による書道パフォーマンス 

８．福祉団体によるバザーの様子 

6．三船小学校によるボランティア活動発表 

3.4.5.作文コンクール受賞者による発表 

７．子ども食堂のお弁当配付 

2. 姶良市社会福祉協議会会長表彰表彰式 
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地域福祉活動の推進 

画 

事 

業 

計 

広報活動の積極的な推進 

調査・研究 

■ 誰もが地域で安心して暮らせる地域支え合い体制をつくる 

■ 誰でも気軽に安心して相談できる環境をつくる 

■ 成年後見制度の利用促進及び成年後見支援センターの円滑な運営を図る 

■ 生活困窮者の実態把握と支援体制の充実を図る 

■ 自立相談支援事業の個別支援を重層的に複合的に展開する 

■ 地域にある福祉ニーズを調査する 

■ 大学や地域コミュニティ組織との共同を図る 

■ 地域にどのような活動が必要かを考える 

■ ＳＮＳを積極的に活用する 

■ 情報の収集、発掘、把握をすすめる 

■ 活きた情報を正確に分かりやすく伝える 

■ 情報を共有してコーディネートやマッチングに活かす 

令和５年度 

休業や失業による収入減少などの様々な

理由により生活に困窮し、日常生活の維持が

困難になった方からの相談に対応し、関係機

関と連携しながら生活課題の把握と生活再

建に向けた支援を行います。 

くらしささえあい事業 

■ 参加しやすい講座や体験プログラムを実施する 

■ ボランティア活動に対する相談に応じ、紹介や情報提供を行う 

■ 福祉教育を推進し、児童・生徒の社会福祉への理解と関心を高める 

■ 地域の社会資源や人材をつなぐコーディネートを行う 

■ 災害に対する理解と備えを広げる 

当 

新規事業 

予 算 
[ 資金収支計算書 ] 

初 
◀ 詳しくはこちらを 

ご覧ください 令和５年度 

科 目 金額（千円） 

助成金支出 2,273 

負担金支出 30 

事業活動支出計 258,644 

事業活動資金収支差額 ▲1,250 

施設整備等収入計 0 

施設整備等支出計 0 

施設整備等資金収支差額 ０ 

その他の活動収入計 0 

その他の活動による支出 4,656 

その他の活動支出計 4,656 

その他の活動資金収支差額 ▲4,656 

予備費支出 0 

当期資金収支差額合計 ▲5,906 

前期末支払資金残高 111,718 

当期末支払資金残高 105,812 

 

ボランティアの育成及び活動の振興 

科 目 金額（千円） 

会費収入 4,062 

寄附金収入 5,312 

経常経費補助金収入 47,095 

受託金収入 130,847 

貸付事業収入 1,501 

事業収入 48,299 

介護保険事業収入 16,591 

障害福祉サービス等事業収入 3,260 

受取利息配当金収入 2 

その他の収入 425 

事業活動収入計 257,394 

人件費支出 160,564 

事業費支出 76,533 

事務費支出 17,744 

貸付事業支出 1,500 

 





 

 

 

 

 

 

ふれあい 

いきいき 

サロン交流会
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２月１日、姶良公民館でサロン活動の充実を図ることを目的に交流会を開催

し、市内 106のサロンから 191名の参加者がありました。市地域包括支援センタ

ーから通いの場についてのお話、「アロハ クウ ホメ オハナ」によるフラダンス

の披露、「ふれんど薬局」飯山ひろし氏と「特別養護老人ホームさざんか園」中

原理恵氏による講演、参加者全員でのピンピン長生き前向きソング体操など盛り

だくさんの内容で行いました。 

▲（写真上） 

ボランティアによるフラダンスの披露 

（写真下） 

みんなで一緒にピンピン長生き前向きソング体操 

▲講演  サロンで見守る認知症「薬と食で出来る事」 

 講演終盤の認知症の対応法では、地元で有名な 

 ひとみばあちゃんの登場で大盛り上がり 

５月末日までに保険加入された方に限り 

加入時に１人あたり 100円の補助あり 
もしもの時のための 

ボランティア活動保険に加入しませんか？ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月５日、姶良公民館で成年後見制度講演会を開催し、 

市内外から 138名の方にご来場いただきました。 

講師に、行政書士で社会人落語家の生島
いくしま

 清
きよ

身
み

氏をお招き

し、落語とご講演をいただきました。 

「他人事ではないと思った。財産を見直し、子どもたちと

話し合いたいと思った。」「広く啓発を進めてほしい。」「エン

ディングノート、始めてみたいと思います。」などたくさん

のお声を頂きました。 

自分自身について考え、介護や葬儀・相続等どうしたいのか

今後のことについて記録を残しておくノートです。 

エンディングノートを通して将来を想定しておくことで漠

然とした不安がなくなります。自分らしい人生を送るヒント

や今後利用可能な支援制度を知るきっかけにもなります。 

お問合せ ・ ご相談は成年後見支援センターへお気軽にどうぞ 
 

市成年後見支援センター（姶良市社会福祉協議会内） ☎ 0995-65-7757 

▲天神亭きよ美 こと生島 清身氏 

 

息子二人、娘一人が見守る中、病室にて母があの世へ。 

母は天国へ行き、天国の案内人と出会い、遺産が不動産ばかりで相続人が複数

いると相続争いが多いと聞く。そして、ペットの世話をお願いしている向かいの

ヨシコさんに財産を遺したいときは遺言書が必要なことを教えてもらう。 

天国の案内人の指導のもと遺言書を作成し、更に息子・娘にあてた手紙もした

ためる。手紙には看取りについての考えを伝えてなかった後悔の念も書き記す。 

遺言書と手紙を病室に置いてきて、すぐに天国に戻り、息子・娘の様子を見守

る母。最初は言い争いをしていた息子・娘も、母からの手紙を読んで改心。思い

残すことはもうないと三途の川を渡ろうとする母。 

そのとき大事なことを思い出す…。 

広 報 

相 談 

利用促進 

その他 

▲ 姶良市版「わたしのエンディングノート」を 

無償で配布しています。 

ホームページからもダウンロードできます。 

エンディングノートとは？ 

・ 市民向けの制度普及講演会や研修会を開

催します 

・ 関係機関や専門職への啓発を行います 

・ 制度利用についての相談窓口になります 

・ 専門機関へのつなぎを行います 

・ 制度利用や申立て手続きの支援を行い

ます 

・ 市民後見人の育成を行います 

・ 関係機関や専門職との意見交換や協議

を行います 

・ 地域の課題やニーズの調査を行います 

● エンディングノートで「想い」を伝える 

●「死ぬ準備」ではなく「自分らしく生きる」ため 

● 想定することで安心感につながる 

●「エンディングノート」にルールなし 

 

      気楽に自分流のノートをつくりましょう。 

創作落語「天国からの手紙」のあらすじ 
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▼成年後見支援センターでは以下のようなことをおこなっています。 
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あなたができる思いやりのある行動をしませんか？ 

SC通信 

Vol. ９ 

● 市社協 

 ・加治木支所 

 ・蒲生支所 

 ・姶良高齢者福祉センター 

人によって困っていること、

手伝ってほしいことは違いま

す。このマークを見かけたら、

声をかけるなど思いやりのあ

る行動をお願いします。 

ヘルプマーク 

● その他 

・ハートピアかごしま 

・県障害福祉課障害者支援室 

・県地域振興局 など 

 

「ヘルプマーク」、「ヘルプカード」は支援や配慮を必要とす

るすべての人が身につけることができ、障がいの有無や手帳

の有無は問いません。受取りは、下記の窓口での交付または郵

送での交付となります。 

ヘルプマークとは援助や配慮を必要として

いる方々が、そのことを周囲に知らせることが

できるマークです。内部障害や妊娠初期の方な

ど、外見からはわからなくても援助が必要な方

がいます。 

ヘルプマークが印刷された「ヘルプカード」

もあります。障がいがある方が困った時、緊急

の時に、必要な支援や配慮を周囲の人に伝える

ためのカードです。いざというときにカードを

見せるだけで、「支援が必要な人」と「支援が

できる人」をつなぐことができます。 

 

● 姶良市役所 

 ・長寿・障害福祉課 

（姶良本庁2号館1階） 

 ・加治木ほけん福祉係 

 ・蒲生ほけん福祉係 

交付窓口 

●１人１枚（無料） 

●申請の際はアンケートの記入にご協力ください 

○初よいもんそ会（ふれあいいきいきサロン） 

○初増田自治会 

○再はつらつ竜門サロン（ふれあいいきいきサロン） 

・サロンで会うけど、どこから来ているか今日知った。 

地図だと分かりやすい。 

・災害時の避難についても考えられそう。 

・そういえば散歩で会いますね。また声かけますね。 

・微助っ人（ビスケット）活動をやってみよう。 

・１年経つと状況が変わるね。 

支え合いを身近なところからはじめませんか？ 

やってみた方の声 

令和４年度実施地域 
○初 …初めて ○再 …見直し 

支え合いマップづくりをご存じですか？ 

支え合いマップは、地図上に住民同士の関

わり合いを線で結び、どのような活動が行わ

れているかなどを抽出するものです。マップ

を作ることではなく、助け合うための情報を

共有することを目的としています。 

自治会（班）やいきいきサロンなど、日頃か

ら助け合い活動をしているみなさんが取り組

んでいます。 

支え合いマップづくり講座開催します！ 

いま、地域で広がっている 

マップづくりを体験できます。 

開催日 令和５年６月 29日（木） 

時 間 13：30～15：40 （受付 13：00～） 

場 所 市社協 本所２階（宮島町 26-19） 

対象者 どなたでも 

申込はこちら ▼  
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